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●開会　「点鐘」

●ロータリーソング  「四つのテスト」

●出席報告

●その他の報告

●会務報告　「会長の時間」「幹事報告」

●SAA報告　ニコニコ箱

●卓　　話　「活動計画」

　ＳＡＡ委員会　稲田賢二委員長

　会員増強委員会　中川廣次委員長

　親睦活動委員会　山本勝彦委員長

　クラブ研修委員会　野村俊隆委員長

　ロータリー財団委員会　北野和男委員長

　インターアクト委員会　曽家清弘委員長

●閉会　「点鐘」

■卓話予告

7/24　　「活動計画」　　

　出席委員会　大槻恭介委員長

　プログラム委員会　長竹　浩委員長

　クラブ広報委員会　新宮一誓委員長

　越中八尾ＲＣ担当委員会　澁谷登志和委員長

　米山奨学会委員会　松井良介委員長

　クラブ戦略計画委員会　居相英機委員長

7/31　「企業防災の心得」

　八尾市消防本部　消防長　藤原正彦様

　先週金曜日と昨日、近隣３クラブへ表敬訪問しました。各ク

ラブとも、一生懸命活動に取り組んでおられるようで、感銘を

受けました。

　さて本日は、職業奉仕についてお話しします。職業奉仕と

は、すべての地域社会の人々に尽くすために存在する天職

を誠実に努力する事が奉仕の原点と考え、自分の職業の道

徳的水準倫理観、高潔性を高めて広める事です。1911年に

シェルドンは「最もよく奉仕するもの、最もよく報いられる」とし

ました。この言葉は一見矛盾するようにも思えますが、これを

職業奉仕と改めるとわかりやすいと思います。

　高潔性をもち、誠意を持って努力することにより、その人が

一番儲かるのではないでしょうか。そしてロータリークラブは、
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それを学ぶところであります。

　今年度は職業奉仕委員会からも、職業奉仕に関していろ

いろとお話ししていただけると思います。

▼先週例会後に理事会を開催しました。その議事録を本

日の会報に掲載しております。ビジターフィーを3,000円

に改定しました。また8/28はナイト例会を開催します。

▼八尾東、大阪柏原、八尾中央の各クラブへ会長、幹事

で表敬訪問しました。

▼16日、八尾商工会議所の70周年記念式典に、小谷副

会長に出席いただきます。

▼ロータリー全国囲碁大会が10月に東京で開催されます。

▼地区ローターアクトがインドネシア・バリ島で海外研修

を行います。参加希望の方はお申し出ください。

▼大阪フレンドＲＣ・高田　利美　会長

　7年前に会長をさせていただき、今回で２度目の会長で

す。昨年20周年を迎えましたが、創設時には大変お世話

になりました。おかげさまで20年が経過しました。

　課題もいろいろとありますが、松本パストガバナーをはじ

め八尾ＲＣの皆様にも相談に乗っていただいております。

　これまで例会は八尾ＲＣ様と同じ時間でしたが、月２回

にしましたので、ときどき八尾ＲＣ様にもメークアップにお

じゃまして、若い会員とともに勉強させていただきたいと

思っております。今年度もよろしくお願いいたします。

▼山本　富造　直前会長

　昨年度の20周年ではお世話になりまして、ありがとうご

ざいました。今年度は増強委員長で、しっかり増強してい

きたいと思っております。

　八尾ＲＣ様にも新会員を連れて、またうかがいたいと考

えておりますので、よろしくお願いいたします。

▼西垣　浩　幹事

　入会してまだ６年目ですが、今年度は幹事で、来年度

は会長エレクトです。２年かけていろいろ考えていきたい

と思っておりますので、ご指導、ご鞭撻をよろしくお願い

いたします。

▼坂本　憲治　会員

　喜寿のお祝いをいただき、ありがとうございます。在籍

35年になりますが、傘寿に向かって頑張ってまいります。

人生100年時代ですが、実年齢に８割をかけたらまだ62

歳です。もちろん個人差はありますが、私は毎日ウォーキ

ングをして、これからも健康に留意してまいります。

▼クラブ広報委員会・新宮　一誓　委員長

　ガバナーの横顔として、当地区の四宮ガバナーも掲載

されておりますので、ご覧ください。またＲＩ三木理事の

メッセージや、進化を遂げているロータリー財団の記事も、

ご一読ください。

　この他、大阪そねざきＲＣの周年事業なども紹介されて

います。「私の１冊」では、当地区の山本直前ガバナーが

作家の山崎豊子さんの甥にあたることが書かれています。

▼親睦活動委員会・澁谷　登志和　副委員長

　本日例会後、初親睦会を開催します。皆様順次、バス

へご乗車ください。

「活動計画」

▼クラブ管理運営委員会・小谷　逸朗　委員長

　新しい会員が多くなったので、組織について説明します。八尾

RCは、管理部門の各委員会と、奉仕部門の各委員会からなりま

す。SAAなどは、会長の直轄です。

　管理部門を統括するのが、クラブ管理運営委員会です。管理

部門の活動費用は、皆様の年会費から支出されています。一方

の奉仕部門は、皆様のニコニコ箱から捻出されています。

　クラブ管理運営委員会が担当するクラブ奉仕と、これから発表

される４委員会の奉仕をまとめて、五大奉仕と呼んでいます。当

委員会には、管理部門の各委員長に委員として入っていただき

ます。各委員会の事業を通じ、会員一人ひとりが参加意識を持っ

てクラブとしての一体感の醸成に努めます。

▼職業奉仕委員会・西村　衛　委員長

　昨年度に実施された企業訪問が好評でしたので、今年度も行

そ の 他 の 報 告
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いたいと思います。時期などは未定ですが、目途がたち次第、お

知らせいたします。その節は、多数のご参加をお願いいたします。

　またクラブ研修やプログラムの委員会と協力して、会員のスキル

向上につながるような卓話を計画しております。

▼社会奉仕委員会・川田　隆　委員長

　本年度は3つの事業を計画しております。1つ目は「地域の里

親・里子のつながりとメンタルを支援するプロジェクト」です。来年

６月に東大阪市・八尾市の里親・里子約70名を１泊２日で白浜の

アドベンチャーワールドにお招きし、RACメンバーやクラブメン

バーと過ごしていただきます。里子たちには日常と異なる時間・

里親以外の青年や大人たちとの交流を経験していただき、里親

たちにはひと時の解放感と相互情報交換の機会を提供します。

　2つ目は「高齢者施設にインターアクターを招いて共に餅つきを

行うプロジェクト」です。12月に児林会員の経営される高齢者保

養施設をインターアクターと共に訪問し、利用者の皆さんと餅つ

きを行い、高齢者と青少年の交流を図ります。

　最後の3つ目は「八尾ロータリーデー」の開催です。年末から数

か月間、本町二丁目公園においてポリオ撲滅運動を啓蒙する広

告を掲示し、併せてイルミネーションを設置点灯、地域住民が集

う場所を明るく照らす事業です。

　年に3つの事業とはいえ、実はかなりあわただしいことと思われ

ます。会員の皆様におかれましては、ぜひ積極的にご参加いた

だき、盛り上げていただければと思っております。

▼国際奉仕委員会・児林　秀一　委員長

　RIの６重点項目の活動として、世界に根ざした奉仕をしていき

たいと思います。今年は、ネパールで奉仕事業を計画しています。

現地では多くの国民が水不足に悩んでおり、水をくむ子どもが学

校へ行けないような状況です。そこでヒマラヤからパイプラインを

引いて、子どもたちの労働負担を緩和しながら、学校も建設して

いきたいと思っています。予算は120万円程度ですが、９月から

着手し４月頃に完成予定です。完成時には、現地へ検証に行き

たいと思います。

　また台北東RCに今年度も公式訪問し、友好を深めたいと思い

ます。このほか、疎遠になっているサンタマリアRCも訪問し、今後

の交流につなげたいと考えています。

　さらに8月28日はナイト例会で、食事代を抑えて余ったお金をポ

リオ根絶に寄付したいと思います。盛りだくさんの事業ですが、一

生懸命頑張ります。皆様にもご協力をよろしくお願いいたします。

▼青少年奉仕委員会・田中　康正　委員長

　今年度もインターアクトクラブへの参加、支援をしてまいります。

8月2日からは海外研修で、今年はタイを訪問します。

　また8月には曽爾高原での野外活動を支援するのに加え、市

教育委員会事業のリーダー研も9日に開催されます。そして、地

区主催の事業へも協力してまいります。

　このほか子ども食堂への支援や、不登校対策としての「輝」への

支援も行います。輝は山口会員に場所を提供していただき、リノ

アスでスクールが9月に開設されます。

　さらに、ローターアクトクラブの設立へも協力してまいります。八

尾RCはインターアクトクラブに続き、いよいよローターアクトクラブ

も提唱する計画です。東大阪RACの例会にも参加し、地区委員

会へも児林会員が出向していただいております。昨年のRYLAの

受講生を誘い、受講生の同窓会も開いたりしながら、メンバーを

募っています。そして今年度も、RYLAの受講生もさらに募ってい

きたいと思います。一年間よろしくお願いいたします。

▼大阪フレンドRC会長　高田利美様　いつもお世話になり有難う

ございます。御挨拶にお伺いさせて頂きました。宜しく御願い致

します。

▼大阪フレンドRC　直前会長　山本富造様　大阪フレンドRC山

本です。昨年度大変お世話になりました。本年度も宜しくお願い

申し上げます。

▼大阪フレンドRC幹事　西垣　浩様　本日は、よろしくお願い致

します。

▼笠井会長　大阪フレンドRC高田会長、西垣幹事、山本直前会

長様、表敬有難うございます。オブザーバーの相良様、ようこそ

お越し下さいました。ゆっくりおくつろぎ下さいませ。山本さん、澁

谷さん、親睦旅行よろしくお願い致します。

▼小谷副会長　大阪フレンドRC高田会長様・西垣幹事様・山本

直前会長様、相楽様ようこそおいで下さいました。

▼吉田幹事　親睦委員会の皆様、よろしくお願いします。

▼山本（勝）直前会長　大阪フレンドRC高田会長様はじめ、ようこ

そおいで下さいました。本日の初親睦旅行、御参加ありがとうご

ざいます。

▼飯田会長エレクト　本日、親睦旅行楽しみにしています。

▼中川（廣）会員　大阪フレンドRC高田会長、西垣幹事、ようこそ

おいで下さいました。ついでに山本元会長も。

▼山本（勝）会員　昨年度、大変お世話になりました。笠井会長、

ニ　コ　ニ　コ　箱



八尾ロータリークラブ会報 クラブ広報委員会
お気付きの点がございましたら、
広報委員会までご一報下さい

委員長 ▼ 新宮　一誓　　副委員長 ▼ 吉本　憲司
委 　員 ▼ 福田　隆教　　相馬　康人　　竹中　浩人

■ 出席報告

月日

6/26

7/3

7/10

会員数

62

63

63

出席

53

53

48

うち出席規定
適用免除者

14

16

15

メーク
アップ

1

出席率

98.15％

91.38％

84.21％

確定
出席率

100％

頑張って下さい。

▼稲田・川田・野村会員　親睦委員会の皆様、お世話になります。

▼田中会員　本日、卓話宜しくお願いします。

▼濵岡会員　親睦委員会の皆様、本日は楽しみにしております。

宜しくお願い致します。

▼奥谷会員　在籍内祝い。

▼新宮会員　親睦日帰り旅行、楽しみです！！

▼長竹・宮川・藤田会員　本日、親睦旅行宜しくお願い致します。

▼児林会員　相楽様ごゆっくりして下さい。入会お待ちしております。

▼西村会員　本日の卓話及び親睦旅行、宜しくお願いします。

▼中西（広）会員　初例会欠席しまして申し訳ありませでした。在

籍内祝い。

▼大槻会員　初親睦会、欠席になりました。どうもすいません。

▼福田会員　みなさま夏カゼにはご注意ください！

▼相馬会員　ご夫人誕生日。

▼北野会員　親睦旅行、ありがとうございます。いつもニコニコあ

りがとうございます。

▼曽家会員　親睦旅行、お世話になります。

▼川村会員　在籍内祝い。

　　八尾ＲＣの
　　ホームページも
　　ご覧ください

日時：２０１９年７月１０日（水）

承認事項

1.飯田年度６０周年実行委員長（中西啓

詞会員）の件

2.八尾商工会議所創立70周年記念式典

お祝いの件

3.看板設置他クラブ共同掲載の件

4.新入会員（森川充康様）の件

持ち回り理事会議事録

今後の予定
月 火 水 木 金 土 日

理事会 リーダ
ー研

（例会休会）

「自然の中で」

インターアクト海外研修
（～6日、タイ・バンコク）

会員増強・
新クラブ結成
推進月間月

月 火 水 木 金 土 日

理事会

初親睦会

褒章受章
祝賀会

月
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